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SAVE-住宅の入力テクニック
［階の設定］の利用を中心として

「SAVEシリーズ」ライブセミナー第８回
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省エネ基準の外皮性能
平均熱貫流率と平均日射熱取得率

熱

熱熱

熱

熱

日射による熱負荷

指標：ＵＡ（平均熱貫流率） 指標：ηＡ（平均日射熱取得率）

熱

熱 熱

温度差による熱負荷：夏（冷房期）

指標：ＵＡ（平均熱貫流率）

熱

熱

温度差による熱負荷：冬（暖房期）
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省エネ基準の設備機器性能
設備機器の一次エネルギー消費量の総和

指標：Ｅ（一次エネルギー消費量）
＝Ａ＋Ｖ＋Ｌ＋Ｗ－Ｓ

空調(Ａ)
照明(Ｌ)

換気(Ｖ)

エネルギー利用効率化設備( Ｓ)

給湯(Ｗ)
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設備機器性能と建物形状
外皮面積と床面積

床面積

空調(Ａ)
照明(Ｌ)

換気(Ｖ)

熱 熱

熱
熱

熱 熱

熱
給湯(Ｗ)

熱
熱

熱

空調　　　　外的負荷←外皮面積、内的負荷←床面積
照明、給湯　一次エネルギー消費量←床面積　　　　 5



SAVE-住宅による建築物の形状入力
層の利用
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SAVE-住宅による建築物の形状入力
「（プラン編集の）階数、基準外壁高さ」、 「外壁高さの設定」の利用

7



スキップフロアの入力
その１ 例題モデル
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スキップフロアの入力
その２ 「階の設定」

階構成 S A V E -住宅上の層構成
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スキップフロアの入力
その３ 部屋の入力

外壁 内壁、外壁の内側 床 削除した床 仮想床 天井 削除した天井

第４層第１層 第２層 第３層

凡例
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スキップフロアの入力
その４ 天井の消去
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スキップフロアの入力
その５ 床の消去
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スキップフロアの入力
その６ 入力結果
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スキップフロアの入力
その７ 一次エネルギー消費量に対する床の効果

床面積

空調(Ａ)
照明(Ｌ)

換気(Ｖ)

熱 熱

熱
熱

熱 熱

熱
給湯(Ｗ)

熱
熱

熱

空調　　　　外的負荷←外皮面積、内的負荷←床面積
照明、給湯　一次エネルギー消費量←床面積　　　　 14



スキップフロアの入力
その８ 開口部の処理

第１層

第２層

窓
第３層

窓 窓

第４層

１階

２階

第１層

第２層

第３層

第４層

ずらす
↑

ずらす
↑

↓
分ける

分ける
↑

１階

２階
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吹抜けの入力
その１ 例題モデル
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吹抜けの入力
その２ 階の設定

階構成 S A V E -住宅上の層構成
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吹抜けの入力
その３ 仮想床の設定

仮想床

2
.1

m
天井高さが 4.2 ｍより低い場合

天井高さが 4.2 ｍ以上の場合

仮想床

仮想床

天井高さが 6.3 ｍ以上の場合

（仮想床は
　 どこの位置でも問題ない）

＜ 4.2m
↓

仮想床は不要

≧ 4.2m
↓

仮想床が １つ 必要

≧ 4.2m + 2.1m
↓

仮想床が ２つ 必要
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吹抜けの入力
その４ SAVE-住宅の仮想床の設定
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吹抜けの入力
その５ 入力結果

第１層 第２層

凡例

外壁 内壁、外壁の内側 床 削除した床 仮想床 天井 削除した天井
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SAVE-住宅の入力テクニック

おわりに
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